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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月17日(2014.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）下記一般式（１）で表されるスルホコハク酸アルキルエステル又はその塩０．１
～３０質量％、（ｂ）炭素数８～２１の炭化水素基と、硫酸エステル塩基又はスルホン酸
塩基とを有する陰イオン界面活性剤〔但し（ａ）を除く〕１～５０質量％、及び（ｃ）重
量平均分子量３，０００～１５，０００のポリプロピレングリコール０．０１～２０質量
％を含有する手洗い用食器洗浄剤組成物。

【化１】

〔式中、Ｒ1は、炭素数５～１８のアルキル基又は水素原子、Ｒ2は、炭素数１～１８のア
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ルキル基又は水素原子である。但し、Ｒ1とＲ2が同時に水素原子である場合を除く。Ａ1

、Ａ2はそれぞれ独立に炭素数２～４のアルキレン基、ｘ、ｙは平均付加モル数でありそ
れぞれ独立に０～６である。Ｍ1は陽イオンである。〕
【請求項２】
　更に（ｄ）含マグネシウム無機化合物を含有する請求項１記載の手洗い用食器洗浄剤組
成物。
【請求項３】
　更に（ｅ）アルキルグリセリルエーテル（アルキル基の炭素数は６～１８）を含有する
請求項１又は２記載の手洗い用食器洗浄剤組成物。
【請求項４】
　（ｂ）が、炭素数８～１８のアルキル基を有するアルキル硫酸エステル塩、炭素数８～
１８のアルキル基を有し炭素数２～３のオキシアルキレン基の平均付加モル数が０．１～
６であるポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸エステル塩、炭素数８～１５のアル
キル基を有するアルキルベンゼンスルホン酸塩、並びに炭素数１０～１５のアルカンスル
ホン酸塩から選ばれる陰イオン界面活性剤である請求項１～３の何れか１項記載の手洗い
用食器洗浄剤組成物。
【請求項５】
　組成物中の全界面活性剤の含有量に対する（ａ）、（ｂ）、及び（ｃ）の合計質量が５
０～１００質量％である請求項１～４の何れか１項記載の手洗い用食器洗浄剤組成物。
【請求項６】
　請求項１～５の何れか１項記載の手洗い用食器洗浄剤組成物を用いた洗浄液で食器を手
洗い洗浄し、その後、水を用いてすすぎを行う、食器の洗浄方法。
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